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3歩先の施工ポイント

入隅部には、防湿フィルムを留め付け
るための受け材を付けておくこと。
受け材の見込み寸法が柱よりも小さ
いと、その部分が断熱欠損となるた
め、受け材の見込み寸法を柱と同じ
寸法にすることが重要。

・

・

受け材
柱

構造用合板

防湿フィルム

グラスウール

石膏ボード等

入隅部には、防湿フィルムを
留めるための受け材を付ける
入隅部には、防湿フィルムを
留めるための受け材を付ける

防湿フィルムを留めるための
受け材と、柱の見込み寸法
は同じにしておく

防湿フィルムを留めるための
受け材と、柱の見込み寸法
は同じにしておく

! 補足説明5 - 防湿層を連続させるための入隅部の納まり


